
（令和 3年市町村別農業産出額（推計）より）

（環境省ホームページより）
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蘇市の農業産出額の内訳
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　草原に火を放ち、枯草や低木を焼いて害虫を駆除する草
原管理の技術です。野焼きは、表面だけを焼くので土の中
の植物や生き物には影響を与えません。そのため、初夏には
ススキやネザサなど本来ここにある野草が再び繁茂します。
野焼きが行われるのは毎年、春を迎える 2月後半から 4月。
火が草原の外に燃え広がるのを防ぐ見守りの人たち、消防に
携わる人たちなど、地域の人々が協力しなければできない作
業です。
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蘇地域は本来、耕作地として不向きな栄養の乏しい
火山性の土壌でしたが、長い年月をかけて草の力を中心
に豊かな田畑に改良しました。現在、米づくりや涼しい
気候風土を生かした野菜の生産が盛んに行われています。
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物の農業産出࡞をྫに農ࢢ ʢֹച上
ֹʣをݟると、野ࡊ、米、花
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きなどの࡞物
が ����ˋで、中で΋野ࡊが࠷΋ଟくなっ
ています。ச産はೕ用牛、ಲ、ܲをؚめて
����ˋと農業産出ֹの൒਺Ҏ上を઎め、
ओྗは͋か牛など೑用牛となっています。
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に自生する希少植物
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九州が大陸と陸続きだっ
たことを物語るヒゴタイ
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ホオアカ
（草原性の野鳥）

※炭素固定は、大気中の二酸化炭素と水を材料にして酸素を
排出する、植物の光合成に代表される仕組み
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の農業は、ここでしかݟることができなくなったرগな২物をは͡め、૲ݪಛ有の野ௗやࠛ஬などが生ଉし、
ଟ༷な生き物が੗みଓけるかけがえのない環ڥのҡ࣋に΋໾ཱっています。
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　温暖な気候を生かし、1年を通して屋外で育てる野
菜、露

ろ

地
じ

野菜の栽培が盛んです。そのために必要な畑
の栄養豊富な土は、畜産農家と野菜農家が連携してつ
くってきました。冬の乾燥した西風を利用した「干し
野菜」づくりは江戸時代から続く重要な産業です。

3 平໺の೶業ྫ࡚ٶ
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大根を干す「大根やぐら」が並ぶ風景

大根をやぐらに干す様子

�̠ʮ͠ׯ野ࡊʯのྺ࢙
　古くから台風の通過による豪雨で洪水やがけ崩れなどの自然災害にみまわれ、
農地は多大な被害を受けてきました。そこで江戸末期、自然災害への備えとして
短冊状に切ったかんしょ（さつまいも）を冬場に干して乾燥させて保存食とした
ことが「干し野菜」の始まりです。大正期になると、夏はかんしょ、冬は大根の作
付けをする、年間を通した露

ろ

地
じ

作
さく

物
もつ

の栽培と、細切りにした大根を天日と「鰐
わに

塚
つか

お
ろし」で乾燥させ千切り大根に加工する技術を組み合わせ、現代の「干し野菜」の
基礎が確立されました。その後、大根を丸ごと一本干す方法ができ上がり、現在ま
で継承されています。江戸時代から 150年以上の歴史を経て、現在、「干し大根」
の一大生産地に成長しました。

�̠地域の地ܗͱީؾ
田
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野
の
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武地域は、宮崎平野の南西、鰐
わに

塚
つか

山系のふも
とに位置する宮崎平野を形成する地域です。暖流であ
る黒潮の影響を受け、年間の平均気温は17.7℃と高く、
1年を通じて温暖な気候です。

Նは߱水ྔがଟく、冬は「࿲
Θ に

௩
つ か

͓Ζし」とݺ͹れる乾燥した
西風が吹きます。日রؒ࣌の௕さは日ຊ有਺。こうした風土
がಠࣗの農業を生み出しました。

�̠ౙの෩෺ࢻʮ大根΍͙Βʯ
　大根を干すやぐらの大きさは標準的なもので、幅 6m、高さ 6m、長さが
40～ 150mの巨大なやぐらです。組み立ては毎年 11月頃に行い、大根の
収穫が始まる 12月初旬頃から干し始め、2月上旬頃まで続けられ、最後の
大根が干し終わると解体されます。多いときには（1970年－ 1990年代）
田
た
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の
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武地域に 900基のやぐらが立ち並んだといいます。

̕段から�� 段に組まれたや͙らの྆໘につるされ
るେ根は、௕さ��̼のඪ४的なや͙らで΋͓よそ
��
���ຊ、ാ ��BʢΞʔϧʣ分に΋なります。「干
しେ根」は��日ʙ̎िؒで׬成します。
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干した大根の葉を食べる牛

納屋で営巣するツバメ
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※宮崎市は、田野・清武地域をふくまない旧宮崎市

（「宮崎県　野菜・花き生産出荷実績並びに計画　令和 4年度実績」より）

�̠ಛ࢈඼ʮ͠ׯ大根ʯ
１本丸のままの「干し大根」は、たくあんなどの漬物用として加工場
に出荷されます。干し大根を含む加工業務用大根の生産量（2019年）
は 13年連続で宮崎県が全国最多で、干し大根の県内生産量（2022年
度）の 90％以上を田

た

野
の

・清
きよたけ

武地域が占めています。

ɹީؾ風土に߹Θせた農業は
環ڥに΋やさしく、生き΋のに
とって΋すみやすい環ڥがอ
たれています。そのྫが、この
地で冬を越す l 越冬πόϝ z で
す。πόϝは冬になるとࠛ஬が
ଟいೆの地方に౉っていきま
すが、この地域では౉りをせͣ
に、ࢠ育てをする࢟がຖ೥、ݟ
られます。

ɹେ根をは͡め、̍೥を௨して࿐
Ζ

地
͡

野ࡊをつくっているこの地域では、「干し
野ࡊ」を使った̒࣍産業Խ΋ਐΜでいます。漬物や干しい΋、乾燥野ࡊなどに
Ճ޻され、อ存৯として「たく͋Μの٧؈」΋঎඼Խされています。

夜ブルーシートをかけたやぐら

収穫したେࠜをચって΍͙らにׯしますが
温΍ఱީをؾ。も໨を཭ͤまͤんޙしたׯ
ಡみながら、פ೾がདྷれ͹γートをか͚て
ストーϒをたいてେࠜがౚらないΑ͏にؾ
をݣい、ౙでもؾ温がগし্がりͦ͏なら
େࠜのִؒをあ͚て෩௨しをྑくするなど
खがかかります。農家のਓはׯしେࠜͮく
りは、ʮࢠकりをするΑ͏ͩʯといいます。
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・やぐらの組み立て
・タバコの葉やさといも、
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・大根種まき

牛の堆
たい

肥
ひ 乾燥した大根の葉を

飼料に活用

・大根収穫と干し
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地域で継承される「高度利用システム」は、以下の 4つから成ります。
1.年間を通して、計画的に露

ろ

地
じ

野菜が栽培されている
2.露

ろ

地
じ

野菜の耕作と「干し野菜」づくりの技術が融合した農業
3.夏に降水量が多い、冬に乾いた西風が吹く、年間を通して日照時間が長いという気候風土
    を最大限に利用している
4.畑作農家と畜産農家が連携して畑の土をつくる、自然の循環体系ができている
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Ճ޻用干し大根の生産ྔ
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